
狛江市固定資産評価審査委員会議事録（令和６年度第１回） 

 

 

１ 日  時  令和６年９月 11 日（水）午前 10 時～10 時 15 分 

２ 場  所  防災センター403 会議室 

３ 出 席 者   

委 員 長 石川 慶一郎 

職 務 代 理 者 秋谷 隆一郎 

委    員 江藤 恭之 

書    記 渡邊 麻莉子 

川口 宗馬 

４ 説 明 者  

課税課長          中川 昇永 

課税課固定資産税係長    田中 健太郎 

 

（開会 午前 10：00） 

 

【事務局】 

これより令和６年度第１回狛江市固定資産評価委員会を開催させていただ

きます。 

それでは、議題に入らせていただきます。議題１「委員長及び職務代理者

の選任」でございますが、今年度の委員長が選任されるまでの間は、事務局の

方で進行させていただきます。委員長につきましては、これまで３人の委員の

中で持ち回りにてお願いしておりまして、今年度は弁護士の資格をお持ちの石

川委員にお願いさせていただきたいのですが、よろしいでしょうか。 

 

（賛同の声） 

 

【事務局】 

職務代理者につきましては、秋谷委員にお願いしてもよろしいでしょうか 

 

（賛同の声） 

 

【事務局】 

 それでは、委員長を石川委員に、職務代理者を秋谷委員にお願いし、今後の

議事進行は石川委員長にお願いしたいと思います。 

 

 



【委員長】 

ただいま、委員長に選任されました石川です。よろしくお願いいたします。 

それでは議題２「令和６年度固定資産課税台帳の縦覧結果及び令和６年度

税制改正について」に進みたいと思います。担当課より説明をお願いします。 

 

（課税課入室） 

 

【課税課長】 

課税課長の中川と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

【課税課固定資産税係長】 

 課税課固定資産税係長の田中と申します。本日はどうぞよろしくお願いいた

します。 

 

【課税課長】 

まず、縦覧・閲覧つきましては、５月 31 日に縦覧・閲覧期間が終了しまし

たので、その件数等を御報告します。 

また、審査申出につきましては、７月 23 日に申出期間が終了しましたが、

件数は０件となっております。 

詳細につきましては、担当係長より説明いたします。また、主要な税制改正

事項につきましても併せて御説明します。 

 

【課税課固定資産税係長】 

まず、固定資産税の縦覧、閲覧、審査申出の件数について御説明します。お

手元の資料の「固定資産税 縦覧・閲覧・審査申出件数」を御覧ください。 

今年度は５月 31 日に縦覧・閲覧期間が終了しました。 

縦覧の件数につきましては、土地が２件、家屋が２件の合計４件、縦覧者実

人数は２人でした。 

また、閲覧の件数につきましては、土地が 178 件、家屋が 141 件、償却資産

が４件の合計 323 件でした。閲覧者実人数は 155 人で、このうち借地・借家人

の閲覧は１件でした。 

縦覧につきましては、ここ数年と比較しても１人～３人ですので、特筆して

多いというものではありません。 

また、閲覧につきましても、今年度は評価替え年度（価格の見直し年度）の

ため、件数は増えると予想していましたが、前年並みとなっております。 

審査申出につきましては、前年度と同様で令和６年度の審査申出件数は０件

となっております。 

 

 



続きまして、令和６年度の固定資産税・都市計画税の傾向について、御説明

します。資料下段の参考を御覧ください。 

土地につきましては、評価替えに伴う路線価の上昇に伴う増となっておりま

す。家屋につきましては、新築家屋の増及び新築軽減終了により増となってお

ります。なお、在来家屋分は評価替えに伴い減価するため通常は減となります

が、今回の評価替えでは、資材価格の高騰等の影響により補正率が高かったた

め微減となっております。 

最後に、令和６年度の税制改正について、御説明します。資料の「令和６年

度主な税制改正（市税条例）」を御覧ください。 

令和６年度の地方税法の一部を改正する法律につきましては、令和６年３月

30 日に公布され、同年４月１日から施行されました。資料に沿って御説明し

ます。 

１点目が、バイオマス発電設備に関するものです。 

再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法に規定する一定

のバイオマス発電設備（バイオマスのうち木竹に由来するもの又は農産物の収

穫に伴って生ずるバイオマスを電気に変換するもので出力１万㎾ 以上２万

kW 未満のもの）について、最初の３年間の固定資産税の課税標準額に乗じる

率を７分の６とするものでございます。 

２点目は、一体型滞在快適性等向上事業に関するものです。 

都市再生特別措置法に規定する一体型滞在快適性等向上事業の実施主体（民

間事業者等）が、市町村による道路、公園等の公共施設の整備等と併せて民地

のオープンスペース化や建物低層部のオープン化を行った場合に、最初の５年

間の固定資産税の課税標準額に乗じる率を２分の１とするものでございます。 

３点目は、土地に係る負担調整措置の継続に関するものです。 

令和６年度の固定資産税の評価替えに伴い、土地の負担調整措置については、

令和６年度から令和８年度まで現行の負担調整措置の仕組みを継続し、税額が

増加する土地については前年度の税額に据え置く等の特別な措置を講ずるも

のでございます。また、据置年度においては価格の下落修正ができる特例措置

も継続するものでございます。 

４点目は、認定長期優良住宅に係る減額措置における申告の見直しに関する

ものです。 

新築の認定長期優良住宅に係る固定資産税の税額の減額措置について、マン

ション管理組合の管理者等から市町村長に必要書類等の提出があり、減額措置

の要件に該当すると認められるときは、当該認定長期優良住宅の区分所有者か

ら減額措置に係る申告書の提出がなかった場合においても、当該減額措置を用

することができることとするものでございます。 

以上、雑駁ではございますが、説明となります。 

 

 



【委員長】 

 以上の御説明内容について、質問等はありますか。 

 

【委員】 

 内容についてはわかったのですが、資料に課税標準額に乗じる率である旨を、

一言書いて頂けるとわかりやすいです。説明を聞いてわかりましたが、最初は

何を乗じるのかわからなかったので、書いていただけるとわかりやすくなりま

す。 

 

【課税課長】 

 わかりました。 

 

【委員長】 

他に質問等はありますか。 

ないようなので、｢令和６年度固定資産課税台帳の縦覧結果及び令和６年度

税制改正について｣はこれで終了とします。ありがとうございました。 

 

（課税課退室） 

 

【委員長】 

 続きまして、議題３「その他」について、事務局から連絡事項はありますか。 

 

【事務局】 

10 月 11 日に東村山市で行われる本年度の定期協議会ですが、事前に出欠の

方をお伺いいたしまして、お渡ししているのはその際にお送りした御案内と同

じものになります。今回、御出席頂けるのは江藤委員ということになりました。

よろしくお願いいたします。 

 

【委員長】 

 それでは、本日の議題は全て終了しましたので、閉会します。ありがとうご

ざいました。 

 

（閉会 午前 10：15） 

 

 


